
刑 法 犯 の 概 況 

 

１ 刑法犯 
 

● 認知件数は戦後最少を更新 
 

 令和２年中の岐阜県下の刑法犯は、認知件数が１０，４４７件、検挙件数が４，６２９

件、検挙人員が２，９３２人、検挙率が４４．３％でした。前年と比較すると、認知件数

は２，４１０件（－１８．７％）減少、検挙件数は１６６件（－３.５％）減少、検挙人員は

１０６人（－３.５％）減少、検挙率は７．０ポイント上昇しました。 

 認知件数は戦後最多の平成１４年（５１，９５６件）に比べ、約５分の１に減少し、 

戦後最少となりました。 

 

図－１  刑法犯 認知・検挙状況 年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

   区　　分 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

 認 知 件 数 25,230 24,561 22,357 20,192 18,160 15,607 14,897 13,232 12,857 10,447

 検 挙 件 数 6,687 6,694 6,057 5,197 5,792 4,827 4,624 4,956 4,795 4,629

  検　挙　率 26.5 27.3 27.1 25.7 31.9 30.9 31.0 37.5 37.3 44.3

 検 挙 人 員 3,598 3,332 3,128 3,067 2,990 2,845 2,775 2,848 3,038 2,932

うち) 少    年 938 834 750 579 433 309 336 262 295 235

うち) 暴力団等 189 159 154 125 159 151 94 98 83 89

うち) 女　  性 954 817 717 666 655 595 623 662 804 704
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刑法犯の包括罪種別認知件数は、凶悪犯が３３件、粗暴犯が９８５件、窃盗犯が 

６，８２９件、知能犯が５５５件、風俗犯が１１８件、その他の刑法犯が１，９２７件で

した。前年と比較すると、凶悪犯、粗暴犯、窃盗犯などは減少しましたが、知能犯、風俗

犯はそれぞれ増加しました。 

 

表－１  刑法犯 包括罪種別 認知状況 

  

図－２  刑法犯 包括罪種別 認知件数 前年対比 

 

 

※ 包括罪種とは、刑法犯のうち被害法益、犯罪態様等の観点から類似性の強い罪種を 

 包括して６種に分類したものをいいます。 

 

 ・凶 悪 犯 ――――― 殺人、強盗、放火、強制性交等 

  ・粗 暴 犯 ――――― 凶器準備集合、暴行、傷害、脅迫、恐喝 

  ・窃 盗 犯 ――――― 窃盗 

  ・知 能 犯 ――――― 詐欺、横領、偽造、汚職、あっせん利得、背任 

  ・風 俗 犯 ――――― 賭博、強制わいせつ、公然わいせつ、わいせつ物 

  ・その他の刑法犯 ――― 占有離脱物横領、公務執行妨害、住居侵入、逮捕監禁、 

              略取誘拐等、器物損壊等など上記に掲げるもの以外の罪 

区分

10,447 33 985 6,829 555 118 1,927

構成比 100.0 0.3 9.4 65.4 5.3 1.1 18.4

12,857 58 1,022 8,804 536 98 2,339

構成比 100.0 0.5 7.9 68.5 4.2 0.8 18.2

件数 -2,410 -25 -37 -1,975 19 20 -412 

％ -18.7 -43.1 -3.6 -22.4 3.5 20.4 -17.6 
増減

凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 風 俗 犯総　　数
その他の
刑法犯

包括罪種

令和２年

知 能 犯

令和元年



２ 重要犯罪 （殺人、強盗、放火、強制性交等、略取誘拐等、強制わいせつ） 

 

● 検挙率は９０％弱（８８．４）まで上昇 

 

 令和２年中の岐阜県下の重要犯罪は、認知件数が８６件、検挙件数が７６件、検

挙人員が６４人、検挙率が８８．４％でした。前年と比較すると、認知件数は２４件

（－２１．８％）減少、検挙件数は１９件（－２０．０％）減少、検挙人員は２１人

（－２４．７％）減少、検挙率は２.０ポイント上昇しました。 

認知件数はピーク時（平成１３年：３２６件）に比べ、約４分の１に減少しました。 

一方、検挙率は平成２８年以降８０％前後で推移し、令和２年は９０％弱まで上昇してい

ます。 

 

         図－３   重要犯罪 認知・検挙状況 年次推移   
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   区　　分 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

 認 知 件 数 155 149 136 145 148 126 82 101 110 86

 検 挙 件 数 96 103 80 90 99 104 64 83 95 76

  検　挙　率 61.9 69.1 58.8 62.1 66.9 82.5 78.0 82.2 86.4 88.4

 検 挙 人 員 72 70 78 73 83 87 60 68 85 64

うち) 少    年 7 12 14 22 12 11 16 10 12 11

うち) 暴力団等 11 5 7 2 14 4 1 4 2 1

うち) 女　  性 4 9 13 6 5 6 4 7 7 4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

(％)(件・人)
認 知 件 数 検 挙 件 数 検 挙 人 員 検 挙 率

   区　　分 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年
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 検 挙 件 数 96 103 80 90 99 104 64 83 95 76

  検　挙　率 61.9 69.1 58.8 62.1 66.9 82.5 78.0 82.2 86.4 88.4
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うち) 暴力団等 11 5 7 2 14 4 1 4 2 1

うち) 女　  性 4 9 13 6 5 6 4 7 7 4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

(％)(件・人)
認 知 件 数 検 挙 件 数 検 挙 人 員 検 挙 率

   区　　分 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年
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 検 挙 件 数 96 103 80 90 99 104 64 83 95 76

  検　挙　率 61.9 69.1 58.8 62.1 66.9 82.5 78.0 82.2 86.4 88.4

 検 挙 人 員 72 70 78 73 83 87 60 68 85 64
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重要犯罪の罪種別認知件数は、殺人が１１件、強盗が９件、放火が８件、強制性交等

が５件、略取誘拐等が７件、強制わいせつが４６件でした。前年と比較すると、強制わ

いせつを除くすべての罪種が減少しました。 

                            

              表－２    重要犯罪 罪種別 認知状況 

  

 

 

図－４  重要犯罪 罪種別 認知件数 前年対比 

 

 

 

 

 

 

 

区分

罪種

総　　数 殺　人 強　盗 放　火
強　制
性交等

略　取
誘拐等

強　　　制
わいせつ

86 11 9 8 5 7 46

110 14 22 11 11 8 44

件数 -24 -3 -13 -3 -6 -1 2

％ -21.8 -21.4 -59.1 -27.3 -54.5 -12.5 4.5

令和元年

増減

令和２年



 

３ 重要窃盗犯 （侵入盗、自動車盗、ひったくり、すり） 

 

● 認知件数は侵入盗が大幅に減少 

 

令和２年中の岐阜県下の重要窃盗犯は、認知件数が１，１５８件、検挙件数が６１３

件、検挙人員が１１１人で、検挙率が５２．９％でした。前年と比較すると、認知件数

は３８１件（－２４.８％）減少、検挙件数は４６件（＋８.１％）増加、検挙人員は

１０人（－８.３％）減少、検挙率は１６.１ポイント上昇しました。 

  認知件数はピーク時（平成１５年：８，８００件）に比べ、約８分の１に減少しまし

た。 

 

図－５  重要窃盗犯 認知・検挙状況 年次推移 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   区　　分 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

 認 知 件 数 3,975 3,028 2,789 2,427 2,217 1,811 2,085 1,473 1,539 1,158

 検 挙 件 数 1,686 1,272 1,270 1,298 1,145 678 933 1,094 567 613

  検　挙　率 42.4 42.0 45.5 53.5 51.6 37.4 44.7 74.3 36.8 52.9

 検 挙 人 員 171 139 150 157 133 125 153 126 121 111

うち) 少    年 24 22 37 22 20 22 29 7 17 6

うち) 暴力団等 33 10 19 17 16 22 22 9 11 9

うち) 女　  性 7 5 8 11 6 8 9 5 14 5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

(％)(件・人)
認 知 件 数 検 挙 件 数 検 挙 人 員 検 挙 率



 
 

 重要窃盗犯の手口別認知件数は、侵入盗が１,０３３件、自動車盗が１１４件、ひったく

りが１件、すりが１０件でした。前年と比較すると、特に空き巣や店舗をねらった出店荒

しなどの侵入盗が大きく減少しました。 

 

表－３  重要窃盗犯 手口別 認知状況 

  

 
  

図－６  重要窃盗犯 主要手口別 認知件数 前年対比 

 

 

 

うち） うち） うち） うち）

区分

空き巣 忍込み 事務所
荒し

出店荒し

1,158 1,033 384 162 117 107 114 1 10

1,539 1,381 523 154 172 188 141 8 9

件数 -381 -348 -139 8 -55 -81 -27 -7 1

％ -24.8 -25.2 -26.6 5.2 -32.0 -43.1 -19.1 -87.5 11.1

ひったくり す　　り

手口

総　　数 侵入盗 自動車盗

令和２年

令和元年

増減


